
序

海
軍
燃
料
廠
の
前
身
で
あ
る
海
軍
煉
炭
製
造
所
は
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）
日
露
戟
争
中
に
、
日
本
海
軍
が
艦
船
燃
料
自
給

を
目
的
に
設
置
し
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
の
太
平
洋
戟
争
の
敗
戦
に
よ
り
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
間
ア
ジ
ア
に
お
け
る
制

海
権
を
確
保
し
、
欧
米
諸
国
の
海
軍
と
対
抗
し
て
い
た
日
本
海
軍
の
燃
料
部
門
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
操
業
し
、
設
備
の
拡
張
拡
大

が
は
か
ら
れ
た
。
し
か
し
無
謀
で
侵
略
的
な
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
強
行
の
結
果
、
戦
に
敗
れ
、
海
軍
燃
料
廠
も
閉
鎖
、
消
滅

し
た
。

海
軍
に
お
け
る
燃
料
は
、
艦
船
・
航
空
機
に
と
っ
て
「
米
の
飯
」
と
も
い
う
べ
き
重
要
・
不
可
欠
の
物
資
で
あ
る
が
、
燃
料
資
源

の
産
出
の
極
端
に
乏
し
い
我
が
国
に
あ
っ
て
は
、
之
を
補
っ
た
り
、
代
替
物
を
つ
く
る
研
究
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。
海
軍
燃
料
廠

は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
任
務
も
背
負
わ
さ
れ
た
燃
料
専
門
家
の
集
ま
り
で
、
海
軍
部
内
で
は
、
「
燃
料
の
メ
ッ
カ
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
の
準
備
の
た
め
海
軍
は
さ
ら
に
大
量
の
燃
料
供
給
確
保
の
た
め
に
、
朝
鮮
、
台
湾
を
含
む
全
国
に
燃
料
廠
を
増

設
し
、
徳
山
の
そ
れ
を
第
三
海
軍
燃
料
廠
と
改
称
し
た
が
、
依
然
中
核
的
海
軍
燃
料
廠
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
五
月
一
〇
日
、
米
空
軍
に
よ
る
爆
撃
に
よ
っ
て
設
備
の
大
半
は
破
壊
さ
れ
、
同
年
八
月
の
敗
戦
後
は
連
合
軍
に
接
収

さ
れ
、
そ
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
。
一
九
五
七
年
に
は
、
返
還
後
の
燃
料
廠
跡
地
に
、
当
時
我
が
国
最
大
規
模
の
石
油
精
製
工
場
が



建
設
さ
れ
、
や
が
て
同
工
場
を
中
心
に
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
五
〇
余
年
前
の
煉
炭
製
造
所
建
設
時
と
同
様
に
、

そ
れ
は
周
南
、
徳
山
地
方
の
経
済
発
展
の
中
核
体
と
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
関
学
し
た
私
た
ち
の
徳
山
大
学
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な

経
済
的
発
展
を
背
景
に
設
立
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

海
軍
燃
料
廠
の
四
〇
年
の
歴
史
は
、
そ
の
意
味
で
、
徳
山
大
学
の
存
在
と
全
く
無
縁
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
海
軍
燃
料
廠
と
、
私
た
ち
の
大
学
を
結
ぶ
地
縁
の
ほ
か
に
、
海
軍
煉
炭
製
造
所
以
来
四
〇
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
示

さ
れ
た
、
次
の
諸
特
徴
に
注
目
し
た
。

第
一
、
そ
れ
は
戦
前
帝
国
主
義
諸
列
強
の
中
で
も
特
に
強
大
精
鋭
を
誇
っ
た
日
本
海
軍
唯
一
の
（
一
九
四
〇
年
頃
ま
で
）
燃
料
生

産
工
廠
で
あ
っ
た
こ
と
。

第
二
、
そ
れ
は
単
な
る
燃
料
製
造
工
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
燃
料
の
基
礎
的
研
究
と
、
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
燃
料
界
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
る
と
共
に
、
政
府
の
燃
料
政
策
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
果
し
た
時
期
も
あ
っ
た
こ
と
。

第
三
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
変
動
期
に
あ
た
り
、
早
く
か
ら
、
廠
内
で
労
働
者
技
術
養
成
教
育
を
実
施
し
た
は
か
、
専
門

学
校
、
大
学
へ
の
選
抜
派
遣
留
学
制
度
の
実
施
の
ほ
か
に
労
働
組
合
の
結
成
を
認
め
る
等
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
風
潮
を
、
微
温
的

で
は
あ
る
が
肯
定
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
四
、
現
在
の
徳
山
市
の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
核
と
す
る
工
業
都
市
と
し
て
の
発
端
で
あ
る
と
共
に
、
徳
山
地
方
経
済
に

与
え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

よ
っ
て
私
た
ち
は
、
研
究
の
中
で
以
上
の
諸
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
、
研
究
分
担
を
、
は
ば
左
記

の
通
り
定
め
て
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
。

脇
英
夫
（
当
時
教
授
・
現
非
常
勤
講
師
・
社
会
学
・
社
会
政
策
）
は
、
専
門
外
で
は
あ
る
が
、
燃
料
政
策
・
技
術
研
究
に
つ
い
て
、



は
じ
め
こ
れ
ら
部
門
担
当
者
を
技
術
系
教
員
に
つ
い
て
求
め
た
が
、
適
任
者
な
く
、
や
む
を
得
ず
担
当
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
は
か

に
研
究
の
総
括
に
あ
た
っ
た
。

大
西
昭
生
教
授
（
経
営
学
）
は
海
軍
燃
料
廠
以
後
の
企
業
経
営
と
徳
山
地
方
に
お
け
る
関
連
企
業
に
つ
い
て
。

兼
童
宗
和
助
教
授
（
歴
史
学
）
は
創
立
以
来
の
沿
革
に
つ
い
て
。

冨
吉
繁
貴
講
師
（
社
会
学
・
社
会
政
策
）
は
地
域
経
済
へ
の
影
響
と
労
働
政
策
に
つ
い
て
。

以
上
四
名
の
共
同
研
究
は
、
一
九
七
七
年
に
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
の
共
同
研
究
と
し
て
承
認
さ
れ
、
研
究
費
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
本
格
的
研
究
に
入
っ
た
。

は
じ
め
旧
職
員
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
漸
次
文
献
調
査
に
入
り
、
国
立
国
会
図
書
館
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
資
料
室
、

財
団
法
人
史
料
調
査
会
（
海
軍
文
庫
）
収
蔵
の
文
献
等
に
も
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
の
進
行
に
伴
い
、
各
自
は
そ
の
成
果

を
、
研
究
所
発
行
の
『
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
紀
要
』
に
逐
次
発
表
し
た
。
（
巻
末
に
掲
載
）

今
回
本
研
究
所
研
究
叢
書
の
一
と
し
て
刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
発
表
論
文
等
を
全
部
書
き
改
め
、
新
た
に
「
P
・
B
・

レ
ポ
ー
ト
」
の
第
三
海
軍
燃
料
廠
関
係
箇
所
（
中
光
義
亮
訳
）
、
旧
職
員
諸
氏
に
よ
る
思
い
出
手
記
等
を
加
え
た
。

研
究
に
あ
た
っ
て
、
元
第
三
海
軍
燃
料
廠
長
、
海
軍
少
将
渡
辺
伊
三
郎
氏
、
元
海
軍
省
軍
需
局
員
、
海
軍
中
佐
木
山
正
義
日
本
燃

料
株
式
会
社
社
長
、
外
旧
海
軍
燃
料
廠
職
員
各
位
に
は
、
資
料
調
査
上
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
渡
辺
、
木
山
両
氏
は
、

『
日
本
海
軍
燃
料
史
』
（
燃
料
懇
話
会
編
・
原
書
房
刊
）
の
編
纂
資
料
の
披
見
を
許
さ
れ
た
上
、
調
査
刊
行
費
を
徳
山
大
学
へ
ご
寄
付

賜
っ
た
。
ま
た
本
書
に
序
文
を
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
ご
厚
志
に
対
し
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
る
。
さ
ら
に
旧
職
員
中
徳
山
地
方
に
在

住
の
各
位
、
特
に
西
村
敬
太
、
伊
賀
崎
忠
雄
、
熊
谷
繁
雄
、
故
秋
貞
利
宜
の
各
氏
よ
り
は
有
益
な
御
教
示
を
多
く
受
け
た
こ
と
に
感

謝
す
る
。



資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
諸
機
関
の
関
係
者
各
位
、
特
に
国
立
国
会
図
書
館
調
査
局
法
務
課
長
湯
浅
伸
氏
、
防
衛

庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
資
料
室
小
山
健
二
氏
、
財
団
法
人
史
料
調
査
会
土
肥
一
夫
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

長
年
月
に
わ
た
る
こ
の
共
同
研
究
の
研
究
費
を
総
合
経
済
研
究
所
費
と
し
て
手
当
し
て
戴
き
、
さ
ら
に
今
回
の
出
版
費
に
つ
い
て

も
ご
配
慮
に
預
か
っ
た
、
理
事
長
高
村
坂
彦
先
生
、
学
長
不
破
勝
敏
夫
先
生
、
元
学
長
今
田
竹
千
代
先
生
、
並
び
に
理
事
の
諸
先

生
、
総
合
経
済
研
究
所
長
谷
村
喜
代
司
先
生
、
元
所
長
杉
本
金
馬
先
生
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

最
後
に
印
刷
校
正
に
関
し
て
は
、
総
合
経
済
研
究
所
西
本
こ
ゆ
き
嬢
、
岡
田
印
刷
株
式
会
社
社
長
岡
田
意
佳
氏
の
労
に
負
う
と
こ

ろ
が
多
い
。
共
同
執
筆
者
を
代
表
し
て
感
謝
す
る
。

一
九
八
八
年
六
月

英
　
夫




